
会議議事録 

会議詳細 

日 時  2024年 9月 27日（金）13時 15分から 14時 45分 

場 所 大井町保健福祉センター ２階 第１・２会議室 

出席者 久保寺委員 中條委員 米山委員 富岡委員 吉岡委員 竹縄委員 遠藤委員  

瀬戸委員 山下委員 矢吹委員 眞野委員 廣瀬委員 関田委員 

欠席者 鈴木委員  

事務局 子育て健康課：小池課長 髙野澤副課長 澤地副主幹 宇佐美副主幹 

    株式会社名豊（受託業者）：竹村氏 

 

司会: 小池課長 

   本会議は、大井町子ども・子育て会議条例第６条第２項の規定により、委員の半数以上

の出席により成立することを確認。 

会議の概要は町のホームページで公開され、議事録作成のため録音されることを承諾。

会議では DXを推進するため、議事録作成システムを活用した議事録の作成も行うことを了

承。 

議題 1: 第３期大井町子ども・子育て支援事業計画の策定に向けたアンケ

ート調査の調査結果について 

資料１「大井町子育て支援に関するアンケート調査結果報告書」に基づき事務局より説明。 

アンケート回収率は、全体で約 42% 

質疑応答・意見 

委員より質問や意見は特になし。 

議題 2: 第３期大井町子ども・子育て支援事業計画骨子案について  

資料２「第３期大井町子ども・子育て支援事業計画 施策体系（案）」及び資料３「第３期大

井町子ども・子育て支援事業計画 第１章（案）」に基づき事務局より説明。 

基本理念を「すべての子どもと親が健やかにのびゃかにつながりあい育ちあえる町」とした。 

こども大綱に基づき、基本目標の順番や施策の方向を前回計画から変更している項目あり。 



主な施策の方向の変更点は、基本目標 1は、新たに③子ども・若者の居場所の確保、④若者支援施

策の充実を追加。基本目標 2は①にヤングケアラーへの支援を追加。基本目標 5は③子ども・若者

が権利の主体であることの周知、④多様な声を施策に反映させる工夫の 2項目を新たに追加しまし

た。 

質疑応答・意見 

（委員）アンケート結果が施策の体系に課題として記載されている。 

（委員）施策の体系案の主な課題のうち、「自己肯定感を養う教育体制が必要」の小学生・中

学生・高校生のアンケート結果を「好きではない」と「あまり好きではない」と合わせ

た結果とした方が、自己肯定感を高める教育が必要であるという結果につながるのでは

ないか。 

（事務局）そのように変更します。 

（委員）基本目標の順番が変更になったのは、重要な施策が上になっているということか。 

（事務局）今回の計画から、「子ども自身にスポットをあてる」ということから、目標の順番

を変更している。 

（委員）ニーズ結果について、就学前の保護者（母親）のフルタイムの就労が増加傾向にあること

は理解できるのだが、小学生の保護者のフルタイムの就労が減少傾向にあるが、これはたま

たま今回の調査結果がこのようになったのか。本来は増加傾向となるのではないか。精査し

た方がよいのではないか。 

（事務局）結果としては事実ではある。今回は前回より回収率が 10%弱低下していることも影響

していると考える。 

（委員）小学生の保護者のフルタイムの就労が減少傾向の要因としては、お子さんの預け先が

保育園から学童に変更になるということで、辞めざるを得ないという現状があるのでは

ないか。 

（事務局）学童については、町としては希望された方すべてを受け入れている状況のため、原

因とはとらえていない。 

（委員）待機児童についての掲載をしていないが。 

（事務局）待機児童については、現状をとらえて掲載していく。 

（委員）就学前の施設の在り方を今後検討していく段階である。幼稚園のニーズ、保育園のニ

ーズなど、委員皆さんの意見を聞いていきたい。 

（事務局）今後の保育の施設についてのあり方について、ある程度町の方向性を今回の計画に掲載

していくことになる。次回の会議では計画の素案をお示しするため、意見として確認できる

のは今回の会議が最後ではないかなというふうに考えている。 

（委員）今後の保育の施設の在り方について、民間も交えて検討する場を設けた場合ぜひ民間保育

園もメンバーに入れてほしい。 



（事務局）町の計画なので、公設・私設関係なく検討していく。 

（委員）子育て支援センターについて、アンケート結果から利用者数が減っている。例えば幼

稚園を子育て支援センターの分室や地域のあそび場として活用できないか。 

（委員）学童の拡大も検討してもらいたい。 

（委員）認定こども園は子育て支援事業や一時預かり、延長保育、子育てひろばを行っている

が、育休制度により０歳児のニーズよりも育休明けの１歳児や２歳児のニーズが多い。

また、移住してまでも入園したい方が増えているように感じる。 

（事務局）ご意見ありがとうございました。 

その他特に意見なし。 

閉会 

本日の会議は以上で終了となります。 

次回は令和６年 12月６日（金）13：15からとなります。ご協力ありがとうございました。 


